
聖学院中学校・⾼等学校（男⼦校） 
≪国語科非常勤講師募集要項≫ 

 
 
１．募集人数  １～２名  

※中学 1 年の授業を担当していただきます。 
※育休代替のため。１名の場合は１５コマ、２名の場合は６～９コマ。 

 
 
 

２．採用期間  ２０２３年１月１日～２０２３年３月３１日（更新の可能性あり） 
 
 
 

３．応募条件 ①キリスト教教育に理解のある方 
       ②中学校及び高等学校の教員免許状を取得している方 
       ③週に３～５日間、出勤できる方（他校との掛けもち可） 

 ※火曜日～土曜日のなかで、出勤可能日を履歴書内にお示しください。 
 
 
 

４．応募書類 ①履歴書（書式自由、写真添付、メールアドレスを必ず記載、年号は西暦で記載） 
        ※私学適性検査を受検された方は結果を履歴書にご記入下さい。 

②教員免許状写し 
※ 免許更新手続き者は修了証明書も同封してください。 
※ 応募封筒の表面に「国語科非常勤講師応募書類在中」と明記して下さい。 

応募書類は返却いたしませんのでご了承下さい。なお、出願書類に記載されている個人情

報は選抜のためのみに使用し、それ以外の用途には一切使用いたしません。 
 
 
 

５．給  与  １０，３０５円以上：週１時間当たりの月単価（学部新卒 2022年度実績、経験による前歴換算あり） 
 
 
 

６．応募締切  ２０２２年 １１月２日（水）郵送必着 
        ※応募書類をご郵送いただき、１１月５日（土）選考当日、直接本校にお越し下さい。 

改めてのご案内の連絡はいたしません（書類選考はありません）。 
 
 
 

７．選考場所  聖学院中学校高等学校 
 （送付先）   〒114-8502 東京都北区中里３－１２－１ 
         交通：山手線「駒込駅」東口下車徒歩５分 
            東京メトロ南北線「駒込駅」４番出口徒歩７分 
         電話：０３（３９１７）１１２１ 
 
 
 

８．選考日程  ２０２２年１１月５日（土） 
選考内容「模擬授業」及び「面接」 １６時～ 

※模擬授業では電子黒板を使用できます。詳細は別紙（非常勤講師 採用試験 選考内容

について）をご確認ください。 
※選考結果は１１月９日（水）までにメールにてお知らせいたします。 

 
 
 

９．その他  ①上履き及び下履きを入れる袋をご持参下さい。 
②採用の際は「健康診断書（胸部レントゲンを含む）」が必要になります。提出時期については

改めてご連絡致します。 
③ご不明な点があれば、総務統括部長/日野田昌士（m-hinoda@seig-boys.jp）及び国語科教科主

任島立光人（m-shimadate@seig-boys.jp）までメールにてお問い合わせください。メールの件

名は【採用について＋お名前】としてください。３日以内に返信がない場合には、お手数です

が、本校代表（03-3917-1121）までお電話ください。 

 

※次ページに『採用試験選考内容』あり。 

 



 

⾮常勤講師 採⽤試験 選考内容について 
 
模擬授業テーマ ：中学 1 年⽣に古典⽂学に対する興味関⼼を抱かせる。 
使⽤教材 ：蓬萊の⽟の枝──「⽵取物語」から 
想定する時期 ：中学 1 年 3 学期 1 ⽉ 
時数  ：全四回中の⼀回⽬の授業の冒頭（10 分間） 
備考  ：⾃作プリントの配布可能（枚数は 10 枚ご⽤意ください）。 
   電⼦⿊板の使⽤可能（PC は各⾃でご⽤意ください）。 
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